ある 時雨の 降る 晚の ことです。 私 を 乗せた 人力車 

は、 何度も 大森 界隈の 険しい 坂 を 上ったり 下りたり し 

て、 やっと 竹 藪に 囲まれた、 小さな 西洋 館の 前に 梶棒 

を 下しました。 もう 鼠色の ペンキの 剝 げかかった、 狭 

苦しい 玄関に は、 車夫の 出した 提灯の 明りで 見る と、 

印度人 マティ ラム • ミス ラと 日本 字で 書いた、 これ だ 

け は 新しい、 瀬戸物の 標札が かかって います。 

マティ ラム • ミス ラ 君と 云えば、 もう 皆さんの 中に 

も、 御存じの方が 少 くない かも 知れません。 ミス ラ君 

は 永年 印度の 独立 を 計って いる カル カツ タ 生れの 愛国 

者で、 同時に また ハッサン. カンと いう 名高い 婆羅門 



になって、 つまみ 上げる こと 所 か、 花びら 一 つ 自由に 

は 動かせ なくなって しまう のです。 「どうです。 訳 は 

ないで しょう。 今度 は、 この ランプ を 御覧なさい。」 

ミス ラ君 はこう 言いながら、 ちょいと テ エブルの 上 

ひよ-つし 

の ランプ を 置き 直し ましたが、 その 拍子に どういう 訳 

か、 ランプ はまる で 独楽の ように、 ぐるぐ る 廻り 始め 

ひとところ 

ました。 それ もちやん と 一所に 止った まま、 ホヤ を 

しんぼう はじめ 

心棒の ようにして、 勢いよ く 廻り 始めた のです。 初 

さ +P 

の 内 は 私も胆 をつ ぶして、 万一 火事に でもな つて は大 

変 だと、 何度も ひやひやし ましたが、 ミス ラ君 は静に 

紅茶 を 飲みながら、 一 向 騒ぐ 容子 もありません。 そこ 



「驚きました か。 こんな こと はほんの 子供 瞞 しです よ。 

それとも あなたが 御望み なら、 もう 一 つ 何 か 御覧に 入 

れ ましょう。」 

うしろ かべぎ わ 

ミス ラ君は 後 を 振 返って、 壁 側の 書棚 を 眺め まし 

たが、 やがて その 方へ 手 を さし 伸ばして、 招く ように 

指 を 動かす と、 今度 は 書棚に 並んで いた 書物が 一 冊ず 

つ 動き 出して、 自然に テ エブルの 上まで 飛んで 来 まし 

た。 その また 飛び 方が 両方へ 表紙 を 開いて、 夏の 夕方 

こ-つもり 

に 飛び交う 蝙蝠の ように、 ひらひらと 宙へ舞 上る ので 

くわ あっけ 

す。 私 は 葉巻 を 口へ 啣 えた まま、 呆気に とられて 見て 

いました が、 書物 はう す 暗い ランプの 光の 中に 何 冊 も 



た のお 使いな さる 魔術が、 これほど 不思議な もの だ ろ 

うと は、 実際、 思い もよりませんでした。 ところで 私 

のよう な 人間に も、 使って 使えない ことのない と言う 

の は、 御 冗談で はない のです か。」 

ぞうさ 

「使えます とも。 誰に でも 造作なく 使えます。 ただ I 

I」 と 言い かけて ミ ス ラ君 はじ つ と 私の 顔 を 眺めな が 

まじめ 

ら、 いつにな く 真面目な 口調に なって、 

「ただ、 欲の ある 人間に は 使えません。 ハッサン • 力 

ンの 魔術 を 習おうと 思ったら、 まず 欲 を 捨てる ことで 

す。 あなたに は それが 出来ます か。」 

「出来る つもりです。」 



私 はこう 答え ましたが、 何となく 不安な 気 もした の 

あと 

で、 すぐに また 後から 言葉 を 添えました。 

「魔術 さえ 教えて 頂ければ。」 

それでも ミス ラ君は 疑わし そうな 眼つ きを 見せ まし 

たが、 さすが に y J の 上 念 を 押す の は 無貘だ と でも 思 つ 

おおよ-つ うなず 

たのでしょう。 やがて 大様に 頷きながら、 

「では 教えて 上げましょう。 が、 いくら 造作なく 使え 

ると 言っても、 習う のに は 暇 も かか リ ますから、 今夜 

おとま 

は 私の 所へ 御 泊り なさい。」 

「どうも いろいろ 恐れ入ります。」 

私 は 魔術 を 教えて 貰う 嬉し さに、 何度も ミス ラ 君へ 



しく、 横柄に こう 答えました。 

「じ や、 何でも 君に 一 任す るから、 世間の 手品師な ど 

に は 出来そう もない、 不思議な 術 を 使って 見せて くれ 

給え。」 

友人た ち は 皆 賛成 だと 見えて、 てんでに 椅子 をす り 

寄せながら、 促す ように 私の 方 を 眺めました。 そこで 

おもむろ 

私 は 徐 に 立ち上って、 

「よく 見て いて くれ 給えよ。 僕の 使う 魔術に は、 種 も 

仕掛 もない の だから。」 

私 はこう 言いながら、 両手の カフス を まくり上げて 

さ 力 む.， そ う さ 

暖炉の 中に 燃え盛つ ている 石炭 を、 無造作に 掌の 上へ 



友人た ち は 私の 言葉 を 聞く と 、 言 い 合せた ように、 

反対し 始めました。 これ だけの 大金 を 元の 石炭に して 

しまう の は、 もったいない 話 だ と言うの です。 が、 私 

は ミス ラ 君に 約束した 手前 もあります から、 どうして 

ご-つじよ-つ 

も 暖炉に 抛り こむ と、 剛情に 友人た ちと 争いました。 

こうかつ 

すると、 その 友人た ちの 中で も、 一番 狡揚 だとい う 評 

判の あるの が、 鼻の 先で、 せ せら 笑いながら、 

「君 はこの 金貨 を 元の 石炭に しょうと 言う。 僕たち は 

またしたくない と言う。 それじゃ いつまで たった 所で、 

議論が 干な いのは 当り前だろう。 そこで 僕が 思 うに は、 

かるた 

この 金貨 を 元手に して、 君が 變 たちと 骨牌 をす るの だ。 



そうして もし 君が 勝ったなら、 石炭に すると も 何に す 

ると も、 自由に 君が 始末す るが ゆい。 が、 もし 僕たち 

が 勝ったなら、 金貨の まま 僕たちへ 渡し 給え。 そうす 

れば御 互の 申し分 も 立って、 至極 満足だろう じ やない 

ゝ _ 

力 」 

それでも 私 はま だ 首 を 振って、 容易に その 申し出し 

に 賛成し ようと はしませんでした。 所が その 友人 は、 

あざけ えみ 

いよいよ 嘲 るよう な 笑 を 浮べ ながら、 私と テ エブル 

の 上の 金貨と を 狡る そうに じろじろ見 比べ て、 

力る た 

「君が 僕たちと 骨牌 を しないの は、 つまり その 金貨 を 

僕たちに 取られた くないと 思う からだろう。 それなら 



るかと 思う ほど、 夢中に なって 勝負 を 争い 出しました _ 

が、 いくら 友人た ちが 躍起と なっても、 私 は 一度 も 負 

けない ばかり か、 とうとう しまいに は、 あの 金貨と ほ 

きんだか 

ぼ 同じ ほどの 金高 だけ、 私の 方が 勝って しまった じ や 

ありま せんか。 すると さっきの 人の 悪い 友人が、 まる 

で、 気違いの ような 勢いで、 私の 前に、 札 をつ きつけ 

ながら、 

「さあ、 引き 給え。 僕 は 僕の 財産 をす つかり 賭ける。 

地面 も、 家作 も、 馬 も、 自働車 も、 一 つ 残らず 賭けて 

しまう。 その代り 君 は あの 金貨の ほかに、 今まで 君が 

勝った 金 を ことごとく 賭ける の だ。 さあ、 引き 給え。」 



せつな 

私 はこの 刹那に 欲が 出ました。 テ エブルの 上に 積ん 

である、 山の ような 金貨ば かり か、 折角 私が 勝った 金 

さえ、 今度 運悪く 負けた が 最後、 皆 相手の 友人に 取ら 

れて しまわなければ なりません。 のみならず この 勝負 

に 勝ち さえ すれば、 私 は 向う の 全 財産 を 一度に 手へ 入 

れる ことが 出来る のです。 こんな 時に 使わなければ ど 

こに 魔術な ど を 教わった、 苦心の 甲斐が あるので しょ 

や たて 

う。 そう 思う と 私 は 矢も楣 もた まら なくなって、 そつ 

と 魔術 を 使いながら、 決闘で もす るよう な 勢いで、 

「よろしい。 まず 君から 引き 給え。」 

「^ご 



大 森の 竹 藪に しぶく ような、 寂しい ざん ざ 降りの 音 を 

立て 始めました。 

ふと 気がついて あた リを 見廻す と、 私 はま だう す 暗 

かるた 

い 石油 ランプの 光 を 浴びながら、 まるで あの 骨牌の 

王様の ような 微笑 を 浮べて いる ミス ラ 君と、 向い ム 口つ 

て 坐って いたのです。 

はさ 

私が 指の 間に 挟んだ 葉巻の 灰 さえ、 やはり 落ちずに 

たまって いる 所 を 見ても、 私が 一 月ば かりたつ たと 

思った の は、 ほんの 二三 分の 間に 見た、 夢だった のに 

違いありません。 けれども その 二三 分の 短い 間に、 私 

が ハッサン. カンの 魔術の 秘法 を 習う 資格の ない 人間 



だとい うこと は、 私自身に も ミス ラ君 にも、 明かに な つ 

てし まった のです。 私 は 恥し そうに 頭 を 下げた まま、 

しばらく は 口 もき けませんでした。 

「私の 魔術 を 使おうと 思ったら、 まず 欲 を 捨てな けれ 

ばな りません。 あなた は それだけの 修業が 出来て いな 

いのです。」 

ミス ラ君は 気の毒 そうな 眼つ きをしながら、 縁へ 赤 

く 花模様 を 織り出した テ エブル 掛の 上に 肘 をつ いて、 

静 にこう 私 をた しなめ ました。 

(大正 八 年 十 一 月 十日) 
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